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〔Abstrac･り

In2008,theStudentAffiirsDivisionofSt･Luke'sCollegeofNursmglaunchedaninidadvefor

acqulnngapprOPnateCOmmumicadonskinsandbasicmannerssoth atstudentscaneffecdvelyfulmlthis

insdtudon'seducational objecdvesandbenefitfrom awen-roundedcampushfe･Itisthreeyearssince

studentsstartedtheacdvitiesundeftheslogan of"Estabhshingasuitableleamingenvironment".In

2010,theycondnuedtocarryontheseacdvides,makingavaluadonofwhattheydidforthesethree

years･n eactualacdvidesin 血isyearwere:promodonofexchangegreetmgs,lmplementadonofpubhc

reladonsattheschoolfesdval,campaignforconec血gplasdcbottlecaps･Thefeedbackontheabove

acdvidesfrom theirpeersandteachersshowedtheexpanslOnOfgoodmarmerawareness･

However,somebadma- rswerest山 poJntedout,andtheactividestopromotegoodmanners

neededtobecon血ued.Inordertofurtherpromoteandappreciatetheseacdvides,facultystaffcould

show suppor[forsuchstudentini血 dves,cooperatngcloselywith otherrela血gcommitteemembers･
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〔要 旨〕

聖路加看護大学学生部は,2008年度より ｢適切な学びの環境の実現｣と題し,適切なコミュニケーション

と基本的マナーの習得のための取り組みを行っている｡本年度は､今までの活動の充実と継続を目標として

学生主体の活動を行った｡具体的には学生有志による学生マナー向上委員会の継続的活動,体育デー等にお

ける挨拶活動,白楊祭での広報,ペットボトルキャップ収集キャンペーンが行われた｡これらの取り組みを,

学生,教耽月へのアンケートから評価した｡マナー向上委月会の知名度は上がっているものの,マナー違反

と考えられる具体的な行為に関する指摘も多くあり,今後もマナーに関する取り組みを継続する必要がある

と考えられる｡適切な学びの環境を実現していくために,今後,マナーに関する学生の主体的な行動を支援

しつつ,各関係機関や委員会,教職月とも連携しながら評価していく必要があると考えられる｡

〔キーワーズ〕 マナー,適切なコミュニケーション,学びの環境,学生マナー向上委員会

Ⅰ.はじめに

聖路加看護大学学生部は,従来の学生支援活動に加え,

2008年度より学生が本学の教育目標を達成し,豊かな

学園生活が過ごせるよう ｢適切な学びの環境の実現｣と

題し,適切なコミュニケーションと基本的マナーの習得

のための取り組みを行ってきた｡初年度は,この新しい

取り組みを本学の学生,教職月に周知し,コミュニケー

ションやマナーについて考える機会を持つことが主な活

動であった｡2年目の昨年度は,適切な学びの環境の実

現に向けた行動変容を目標として活動を計画,実施した｡

今年度は,今までの活動の継続と,活動の更なる充実の

ために2年間の振り返りと評価を行った (図1)｡以下

にその内容を報告する｡

Ⅰ.本年度の日額及び活動計画

この2年間の取り組みにより,本学の学生.教職月に

｢適切な学びの環境の実現｣に関する取り組みは,広く周

知され,一人ひとりに意識付けられ,何らかの行動変容

が見られているのではないかと考えられた｡そのため,

本年度は,今までに行ってきた活動の継続と,2年間の

振り返りを行い,｢適切な学びの環境の実現｣に関する
認識と行動への移行を大学全体に高めていくことを目標

とした｡具体的な活動計画は実施内容で後述するo

Ⅱ.本年度の実施内容と評価

1.マナーアンケートの結果と得られた示唆について

マナー向上委貞会ではマナーに関するこれまでの取り

組みが学生及び教職員にどのように理解されているのか

を知ること,および今後の活動への示唆を得ることを目

表1 アンケートの配布部数および回収数及び回収率

学年 配布数(枚) 回収数(枚) 回収率(%)

1 95 49 51.6

2 70 23 32.9
3 90 22 24.4

4 91 31 34.1

的とし,学部の全学生および常勤の教職員を対象に

2009年2月 (3年生のみ2010年4月)にアンケート調

査を実施した｡なお,学年の表記は2009年度の学年で

ある｡

アンケートの配布部数および回収数,および回収率は

表 lのとおりであったO

このアンケート調査が倫理審査を経たものではないこ

とから,結果の詳述は避け,ここでは今回のアンケート

の結果の傾向と,そこから得られた示唆を述べたい｡

まず,マナー向上委員会の活動については学生,教職

員ともに多くのものが知っていると答えており,学内で

の知名度は高く,その中でも,学生に人気の高い学事行

事である体育デー (全学のスポーツ大会)での挨拶運動

や,学生主催で行う白楊祭 (学園祭)における活動は広

く知られている傾向にあった｡また日常の ｢挨拶｣につ

いては改善がみられたと認識されていることが分かった｡

よって,学生に人気の高い行事や学生主催のイベント等

で訴えかけることは一定の効果を示すことが示唆された｡

一方で,マナーの改善は見られないという回答や,学

内におけるマナー違反と考えられる具体的な行為に関す

る指摘も多くあり,今後もマナーに関する取り組みを継

続する必要があると考えられた｡

また,マナー違反の行為として指摘される内容につい

ては,I,2年生は授業態度やラウンジ, トイレの使用

状況を挙げ,3,4年生は図書館やメディアルームの便
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昨年度は行動に移す年 (大熊他.2009.)であり,今年

度はマナー活動の更なる充実とそれに準じた各々の行動

変容を期待する年であった｡

本年度は,マナー向上委月会の知名度はさらに高まり,

｢適切な学びの環境｣の実現に向けて,マナーの改善も

諮められ,マナー活動の充実と効果は認められたと思わ

れる｡しかし,授業中の私語や図書館 ･コンピューター

ルームの使い方など,いまだに改善すべき点は多くあり,

課題として残る結果となった｡これらの内容は,図書委

負,情報システム委月などの各関係委貞会との連携を図

ること,大学の各教職月の協力を求め,方策を再検討し

ていく必要があると考えられた｡

次年度は,学生部における ｢適切な学びの環境を目指

して｣活動の最終年度となることから,本年度の課題の

解決に取り組みながら,評価と本取り組みの今後の継続

について検討していく予定である｡
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